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３ はじめの言葉 

 
４ 正規／非正規雇用など 

矛盾大爆発の予兆で一杯             田原文夫 

G7 伊勢志摩サミットが終わった。議長国日本の安倍首相は、今現在の経済状況を「リ

ーマンショック前夜」だと発言し、各国首脳の顔色を窺った（つもりのようだった）。し

かし、各国首脳の反応は安倍議長に冷淡なものだった。容易に、迫る参議院選を控えての

日本政府の勝手な思惑、と見破られてしまっていたようだ。世界規模で起こっているテロ

活動も、とどのつまりは、蔓延している不公平／不平等／所得格差感が根底にあることは

明白な事実である。不公平／不平等／所得格差は、国内、地域、個人のレベルでも蔓延し

ている。 
 
１０ 情報社会を考える その６９ 

     情報社会作りに、どう関与し、どう貢献していくか    編集部 

荘園という租税回避手段 
 京都に都が置かれていた平安時代すなわち平安の御代は、我が国の歴史上、最も輝いて

いた一時代だと言っていいだろう。和歌／書画／物語から残存している建築物や建築手法

など、有形無形の我が国の文化を語るとき、絶対にはずせない時代だ。そうした華やいだ

数多の文化遺産の背景（原動力）になったのが、貴族の存在であり、豊富な財力だったと

言われている。歴史的事実として伝えられる貴族たちの優雅な生活環境として書院造りの

屋敷がある。それに対して、一般庶民の中には、弥生式時代さながらの竪穴式住居に住ん

でいる者も多かったと言われる。着る物にしても、十二単に着飾る貴族女性に対して、一

般人は単衣一枚、裸足の生活だったともいう 

 
１２ オープンガバメント OG 30 

情報社会をすすめる  その 64            水田 浩 

1990 年代に紙によるワークフローをデジタルにして、メインフレームと端末を使って

事務系、技術系で個別に行われるようになり、1995 年代にはインターネットが世界中で

使えるようになってきた。そして、個別に開発されたシステムをより早く、より安く、よ

り良くつかうために製品やシステムのライフサイクル全体の統合化を模索するようにな

っていた。そして、産業別、国別のシステムとデータを世界共通にしてより生産性の高い

ビジネスをするために、世界共通の情報基盤を作らなければならないという認識が世界中

で起こっていた。そこで、CALS の一つの製品、システム、サービスを全ライフサイクル

で、「情報は一度つくって、幾度も使う」という運動は世界規模で受け入れられた。一つ

の CALS という概念（言葉）で 1995 年から 2005 年に掛けて世界中が一つになって運動

を起こすようになった。 
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１９ 連載 アーキテクチャ論 （62） 

テスティングアーキテクチャのロードマップ      山本修一郎 

         国立大学法人 名古屋大学 大学院 情報科学研究科 教授 

IoT やスマートデバイスなどが社会に浸透するとともに、IT システムのコモディティ化

が進行している。このため、IT システムの迅速な構築とともに、構築された IT システム

の安全性保証を実現する、テスティングの高度化が求められている。本稿では、これまで

の個別的で断片化されたテスト対策の寄せ集めではなく、テスティング全体を通じたバリ

ューチェイン（TVC)を形成する新たな取り組みを提案する。 
 

３０ 連載 日本再生と人材育成 

人口減少／少子高齢化時代への挑戦 その１７ 

続【緊急特別編】 
「人口減少／少子高齢化時代の最大の敵は戦争」 
立憲主義（その１）                   Dr.ベスト 

昨年は第二次世界大戦（太平洋戦争）の終戦から 70 年に当たる節目の年であった。赤

紙一枚で戦場に派遣され命を落とした軍人は約 200 万人、一般の人は約 100 万人合わせて

約 300 万人もの人が犠牲になっている（当時の人口の約 3％）。その戦争の影響は中国や

アジアを中心として、この戦禍で犠牲になったのは 2000 万人以上とも言われている。 欧
米などを含む第 2 次世界大戦全体の犠牲者の総計は、5000 万〜8000 万人とされる（8500
万人とする統計もある）。当時の世界の人口の 2.5％以上が被害者となった（含む飢饉や病

気による死者）。人口減少／少子高齢化時代の今日において、貴重な人材（特に若い世代）

が二度と 70 年前に経験したような悲惨で無意味な戦争の惨禍に巻き込まれることのない

ようにしなければならない。 
 

３７ IT 新時代とパラダイム・シフト 

   第７９回 パナマ文書の衝撃と 

非営利組織 ICIJ の果たした役割           根本忠明 

今年 4 月のパナマ文書の公開は、世界に激震を起こした。世界の要人や富豪などによる

タックスヘイブンによる租税回避の実態が公開されたからである。この世紀の情報公開に

中心的役割を果たしたのが、日本では馴染みの薄い米非営利組織 ICIJ である。今回は、

パナマ文書と ICIJ の関係を軸に、国境を超えた国際調査報道についてみていく。 
 

３９ 続インテリジェンスへのいざない 77 

舛添都知事の言い訳に見た 

ツマラン男のセコさ           今井 武 

これほどお粗末な都知事がいただろうか。家族との温泉旅行までが政治活動だと言い張

り、足を伸ばせる風呂に入るのも政治活動のためと言う。聞けば聞くほど、セコい。九州

地方の方言「つまらん」を使わせていただきたい。ホントに「ツマラン男」である。 
 

 

４２ 連載 四字熟語力トレーニング            すぎやまチヒロ 
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案内／お知らせコーナー 

 

セミナー／講演会の講師紹介 
 

ユーザー会/各種研究会/勉強会における 
セミナー/講演会での講師をご紹介致します。 

 

クラウドサービス導入前のチェックポイント 

クラウドサービスは果たしてＴＣＯ削減に寄与するか 

レガシーマイグレーションの進め方と留意点 

これからの企業情報システム構築のポイント 

これからの金融情報システムの課題 

役に立つ情報管理の実践と課題 

情報セキュリティ監査の受け方／臨み方 

リポジトリーベースのシステム資源管理 

その他 クラウドサービス導入にお悩みの方 

など 各種カウンセリングも承ります 
 
 
ご質問／何でも相談は下記まで 

株式会社 日本経営科学研究所 
ＣｏｍｐｕｔｅｒＲｅｐｏｒｔ編集部 

cr-info@jmsi.co.jp 
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